
いちごドリルプリント

火山・地震・地層 名前

問1 A、B、C、Dという4つの観測地点があり、ある地震において地点Aで最も早く地震波が観測され、地点Dで最も遅く観測されました。このとき、
地図上の震央の位置に関する説明として最も妥当なものはどれか。 （2016年 三重県公立入試 類似）

1. 地点Aが震央に最も近く、地点Dが
震央から最も遠い

2. 地点Dが震央に最も近く、地点Aが
震央から最も遠い

3. 震央は地点Aと地点Dのちょうど中
間地点に位置する

4. 震央は必ず地点Aの真下の地下深
くに存在する

問2 ある地層の断面を調べたところ、下から順に岩石Xの層、泥岩の層、砂岩の層、れき岩の層が水平に重なっていることがわかりました。最も下の
層にある岩石Xを採取してうすい塩酸を数滴かけたところ、気体が発生しました。この岩石Xの名称として最も適切なものはどれですか。 （2021年

山梨県公立入試 類似）

1. チャート 2. 泥岩 3. 石灰岩 4. 凝灰岩

問3 ある地域の地層を調査したところ、れき岩、砂岩、泥岩が重なる層の間に、火山灰や軽石を主成分とする凝灰岩の層が複数含まれていました。
このことから、この地層が形成された当時、どのようなことが起こったと推測できますか。 （2016年 長野県公立入試 類似）

1. 大規模な地震によって地層が逆転
した

2.
周辺で複数回の火山活動が起こった

3.
海面が急激に上昇して陸地が沈んだ

4. 生物の死骸が大量に積み重なった

問4 ある露頭で、もっとも下の層に泥岩、その上に砂岩、もっとも上の層にれき岩が水平に重なっている地層が見つかりました。この地層が形成さ
れる原理に基づき、堆積当時の状況を考察した説明として最も妥当なものはどれですか。 （2026年 神奈川県公立入試 類似）

1. この場所はもともと陸地であった
が、次第に海面が上昇して水深が深
くなったため、運ばれてくる粒の大
きさが大きくなった

2. 堆積の全期間を通じて、河口から
の距離や水深は一定であったが、河
川の流れが次第に弱まったため粒の
大きなものが運ばれるようになった

3. 堆積が始まった時期は河口から遠
い深い海であったが、次第に陸地が
隆起したり海面が下降したりして、
堆積場所が河口に近づいた

4. 最初は大きな粒が堆積し、その隙
間を埋めるように小さな粒が後から
入り込んだため、見かけ上の層序が
形成された

問5 堆積岩である「泥岩」と、火成岩である「安山岩」や「流紋岩」を分類する際の基準として、その成り立ちの違いを説明したものとして正しい
ものはどれですか。 （2021年 山形県公立入試 類似）

1. 泥岩は火山の噴火によって直接作
られるが、流紋岩は流水の作用でで
きる

2. 泥岩と流紋岩はどちらも堆積岩で
あるが、含まれる粒子の大きさが異
なるだけである

3. 泥岩は泥が堆積して層状の地層を
作るが、安山岩や流紋岩はマグマが
冷えて固まったものである

4. 泥岩は高い熱と圧力で別の岩石が
変化したものだが、安山岩は泥が固
まったものである

問6 火山周辺のハザードマップにおいて、山頂から特定の斜面方向に扇状に広がる範囲が、高温の物質による到達危険域として指定されています。
この現象の性質と特徴を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 噴火によって粉砕された岩石が、
空気との摩擦によって空中で電気を
帯びる現象。

2. 高温の火山ガスと火山噴出物が混
ざり合い、高速で広範囲に広がりな
がら流下する現象。

3. マグマが地表に噴出し、液体の状
態でゆっくりと斜面を流れ下る現象
。

4. 火山灰と大量の雨水や融雪水が混
ざり合い、泥水となって谷沿いを流
れる現象。

問7 ある地震において、震源からの距離が異なる複数の地点で観測を行いました。震源からの距離が60kmの地点では、初期微動が始まった時刻が1
0時15分10秒、主要動が始まった時刻が10時15分20秒でした。一方、震源からの距離が120kmの地点では、初期微動が始まった時刻は10時15
分20秒でした。この120kmの地点において、主要動が始まると推定される時刻はいつですか。ただし、P波とS波の速さはそれぞれ一定であるも
のとします。 （2026年 愛媛県公立入試 類似）

1. 10時15分30秒 2. 10時15分40秒 3. 10時16分00秒 4. 10時15分50秒

問8 ある地震において、震源からの距離が42kmの地点では初期微動が5秒間続き、震源からの距離が84kmの地点では初期微動が10秒間続きました
。このとき、震源からの距離と初期微動継続時間の関係について正しく述べたものはどれですか。 （2020年 茨城県公立入試 類似）

1. 初期微動継続時間は震源からの距
離に関わらず一定である

2. 震源からの距離が遠くなるほど初
期微動継続時間は短くなる

3. 初期微動継続時間は震源からの距
離に反比例する

4. 初期微動継続時間は震源からの距
離に比例する

問9 堆積岩のうち、粒の大きさが0.06mm以下の非常に細かい粒子が押し固められてできた岩石を何といいますか。 （2023年 佐賀県公立入試 類似）

1. 凝灰岩 2. 砂岩 3. 泥岩 4. れき岩

問10 北アメリカプレートと太平洋プレートが接している日本海溝付近の地震活動において、震央の分布とプレートの動きの関係について述べた次の
文のうち、正しいものはどれですか。 （2015年 山口県公立入試 類似）

1. 北アメリカプレートが太平洋プレ
ートの下に沈み込むため、海溝から
東側の海洋側に震央が分布する

2. 太平洋プレートが北アメリカプレ
ートの下に沈み込むため、海溝付近
から大陸側にかけて震央が分布する

3. 太平洋プレートが北アメリカプレ
ートに乗り上げるため、震央は海洋
プレートの深部にのみ分布する

4. 2つのプレートが互いに離れ合っ
ているため、海溝の直上でのみ地震
が発生し、震央は細い線状になる

問11 複数の観測地点における地震のデータをまとめ、横軸に初期微動継続時間、縦軸に震源からの距離をとってグラフを作成した場合、そのグラフ
にはどのような特徴が見られますか。最も適切な説明を選びなさい。 （2025年 栃木県公立入試 類似）

1. 原点を通る右肩下がりの直線にな
り、初期微動継続時間が長いほど震
源に近いことを示す。

2. 原点を通らない水平な直線になり
、震源からの距離に関わらず初期微
動継続時間は一定であることを示す
。

3. 原点を通る右肩上がりの直線にな
り、初期微動継続時間が長いほど震
源から遠いことを示す。

4. なめらかな曲線（反比例のグラフ
）になり、震源からの距離が遠くな
るほど初期微動継続時間の増え方が
小さくなることを示す。

問12 川の流れによって海に運ばれた土砂のうち、泥が「れき」よりも遠くの沖合まで運ばれてから堆積する理由について、正しく述べたものはどれ
ですか。 （2023年 神奈川県公立入試 類似）

1. 粒径が大きい「れき」は、波の作
用によって常に河口付近へ押し戻さ
れるため

2. 粒径が小さいほど沈降速度が遅く
なり、わずかな流れでも遠くまで運
ばれ続けるため

3. 泥は粒径が小さいため、海水の塩
分と反応して浮力が強まるため

4. 粒径が小さいほど海水との摩擦が
大きくなり、海面近くを浮きながら
移動するため


